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桜っ子くんち 心をひとつに 完全燃焼！ 
１１月１９日（日）に令和５年度 第２２回桜っ子くんちを開催しました。本年度も、体育館の収容人数などを考慮

し、2学年ずつの３部構成とさせていただきました。昨年度は、新型コロナ感染症対策として、一家庭の参観者を原則

２名までとさせていただきましたが、本年度は人数制限を設けなかったので、多くの方に桜っ子の勇姿をご覧いただく

ことができたのではないかと思います。ご来校いただいた皆様、心から感謝申し上げます。また、桜町小学校ＰＴＡ本

部役員の皆様には、受付や会場整理等を快く引き受けていただいたこと、並びに、本年度も西野会長様のご尽力により、

体育館での演し物（だしもの）の様子をライブ配信ができたことに、重ねて感謝申し上げます。 

さて、本年度も、各演し物の指導者の皆様には、ご多用な中にもかかわらす、何回もご来校いただき、子どもたちに

熱心に御指導していただきました。あわせて、演し物の稽古に入る前に、地域の方や歴史文化博物館の学芸員の方にお

越しいただいて、長崎くんちの歴史や演し物の由来、各踊町の皆さんのくんちに対する思いなど、分かりやすくお話し

していただきました。おかげさまで、どの学年の子どもたちも桜っ子くんち本番で、それまでの稽古の成果を発揮して、

心をひとつに完全燃焼することができました。 

また、今年の桜っ子くんちは、諫早市高来町の金崎龍踊り保存会様から譲り受けた子龍のお披露目も兼ねておりまし

た。５年生の子どもたちは、金崎龍踊り保存会並びに金崎地区の皆様の思いや願いをしっかりと受け止めて、感謝の気

持ちを本番の龍踊りで表現しようと稽古に取り組んできました。桜っ子くんち当日は、金崎龍踊り保存会の池田会長様

をはじめ関係者の皆様にもご来校いただき、５年生の龍踊りを見ていただきました。龍踊りをご覧いただいた池田様が

５年生の子どもたちに「龍が生きていた。素晴らしい龍踊りでした…。感動しました。桜町小学校に子龍を引き継いで

もらって本当によかったです。」と涙を浮かべて、声を詰まらせながらお話ししてくださいました。そばで聞いていた

私も目頭が熱くなりました。以下に５年生の林昊さんが書いた桜っ子くんちを振り返っての感想を載せておりますの

で、併せてご一読ください。 

最後になりましたが、今回も、タシロフォートスタジオ様から、写真データをいただきました。その一部を裏面に載

せておりますので、ご覧ください。タシロフォートスタジオ様のご厚意に感謝申し上げます。 

なお、本校ホームページには、カラー写真で掲載しておりますので、よかったらそちらもご覧ください。 
 

インフルエンザ感染拡大防止に向けての再度のお願いです 
昨日の本校におけるインフルエンザ感染による出席停止の人数は２２名となっており、比較的落ち着いている状況

ですが、一部の学級で感染が拡大しております。他校の学級閉鎖などの対応を執ることになった校長によると「体調が

すぐれないが無理して登校する→学校で体調が悪化し早退する→病院で受診しインフルエンザ陽性と診断される→そ

の児童の周りを中心に感染が一気に広がり学級閉鎖となる。」とのことです。また、諸般の事情により、子どもたちの

インフルエンザウイルスに対する抵抗力が低下しているのではないかと危惧しているところです。 

つきましては、朝のお子さんの健康状態をしっかりと確認していただき、体調がよくない場合は、くれぐれも無理し

て登校させることがないよう重ねてお願い申し上げます。 

なお、欠席連絡はＥmail にてお願いします。その際、件名に 「欠席連絡 ○年〇組 桜町花子（児童氏名）」、本

文に「お子さんの現在の病状及び今度の通院予定など」をご記入ください。 
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令和５年度 学校教育目標「 夢や憧れの実現に向け 自ら努力する子どもを育てる 」 

僕は、龍踊りで玉使いを担当しました。今年は金崎地区から譲っていただいた子龍と親龍の
２体で舞う史上初の桜っ子くんち。五嶋町の方と「伝説の龍踊り」を作ろうと約束をして臨み
ました。僕の目標は、「くぐり」の合図を大きな声で出すことと、龍頭のペースに合わせること
でした。本番は、これまでの練習の中でも一番上手にできたし、目標も達成できました。しか
もお客さんから大きな拍手をもらえて、とてもうれしかったです。このような経験ができたの
は、仕事を休んで稽古に来てくれた指導者の皆さんと一緒に稽古を頑張った仲間のおかげで
す。ありがとうございました。 
また、桜っ子くんち終了後、金崎地区の方に「龍が生きていた。」という言葉をいただき、本

当にうれしかったです。龍踊りをやってみて、見るよりもやるほうの楽しさを味わうことがで
きました。これからは、龍踊りを町で受け継ぐことができなくなった金崎地区の方の思いや、
桜っ子くんちでの体験をたくさんの人に伝えていって龍踊りを全国に広めていきたいと思い
ました。 

 



 


